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第２号          広島県ユネスコ連絡協議会ニュースレター     2020 年 1 月 26 日 

 
 

 平素より，広島県ユネスコ連絡協議会へのご支援を賜り，ありがとうございます。この度，本会か

らの情報発信の一環として，ニュースレターの第 2 号を発刊いたします。 

このニュースレターを通して，広島県内の地域ユネスコ協会やユネスコスクールをはじめとする関

係の方々との情報交流のますますの進展を期待しております。 

 

第 11 回ユネスコスクール全国大会／ESD 研究大会 

 

2019 年 11 月 30 日（土）に「第 11 回ユネスコスクール全国大会／持続可能な開発のための教

育（ESD）研究大会」が福山市立大学で開催されました。この大会では「ユネスコスクールで学

ぶもの，育てるもの―学習指導要領，学校経営，地域社会，国際社会などとの関わりを改めて考

える」をテーマに基調提案，広島県教育委員会の平川理恵教育長による特別講演，広島県内の中

学生と高校生によるパネルディスカッション，ワークショップ・研究協議などの分科会が行われ

て，全国各地からの多数の参加者による活発な情報と意見の交換が展開されました。 

 ユネスコスクール全国大会は，2009 年に東京で第 1 回の研究大会が開催されて以降，東京では

第 3 回，第 5 回，第 7 回，第 2 回が宮城県，第 4 回が奈良県，第 6 回が岡山県，第 8 回が石川

県，第 9 回が福岡県，第 10 回が神奈川県で開催されてきました。この度の第 11 回は広島県での

初めての開催となり，文部科学省と日本ユネスコ国内委員会の主催，福山市，福山市教育委員会，

広島県ユネスコスクール連絡協議会などの共催，そして本会も後援の形で大会の準備や運営に関

わりました。全国大会の中で行われた全国版の ESD 大賞である第 10 回 ESD 大賞の文部科学大

臣賞に福山市立福山中・高等学校，高等学校賞には広島県立安古市高等学校が選ばれ表彰がなさ

れました。 
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第 6 回広島県ユネスコ ESD大賞 

 

 第 6 回広島県ユネスコ ESD 大賞の表彰を，2019 年 11 月 30 日（土）に福山市立大学で執り行

いました。第 1 回の広島県ユネスコ ESD 大賞は広島市南区民文化センター，第 2 回から第 5 回

までは広島大学大学院教育学研究科を会場に表彰式と発表会を開催してきましたが，今回の第 6

回ではユネスコスクール全国大会の開催にあわせて，福山市立大学において受賞校へ賞状と楯が

授与されました。 

第 6 回広島県ユネスコ ESD 大賞の受賞校である熊野町立熊野第一小学校，広島県立福山誠之

館高等学校，広島市立戸山小学校・中学校には，ユネスコスクール全国大会の分科会の中で優れ

た取組と活動の発表も行っていただきました。詳しくは次頁もご参照ください。 

  
小・中学校等部門（左上） 

熊野町立熊野第一小学校 

 

高等学校等部門（右上） 

広島県立福山誠之館高等学校 

 

広島大学教育学研究科長賞（左） 

広島市立戸山小学校・中学校 

 

広島県ユネスコESD大賞の始まりは 2014年

です。日本ユネスコ国内委員会が発表した「多

様化の時代におけるユネスコ活動の活性化」提

言と「ESD，ユネスコスクールの推進強化策に

関し地域ユネスコ協会とメディアの参画推奨」

の提言を受けて，広島県ユネスコ連絡協議会と

広島大学大学院教育学研究科をはじめ同大学関係機関によって第 1 回が実施されました。その後，

広島県ユネスコスクール連絡協議会のご協力と広島県共同募金会からのご支援を得て，今回の第

6 回までを実施することができました。 
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第 11 回ユネスコスクール全国大会／ESD 研究大会での広島県ユネスコ ESD大賞校の発表 

第 6 分科会「ESD と SDGs で学校種間の接続をどのように進めるか」 

発表者 

・広島市立戸山小・中学校 相川壮成 教諭 

・広島市立戸坂小学校 泉覧花 教諭 

ファシリテーター 

・静岡大学教育学部 梅澤収 教授 

司会者 

・広島市立古田中学校 宮正千鶴雄 校長  

・静岡大学教育学部 田宮縁 教授 

 

本分科会では，広島市立戸坂小学校と，第 6 回広島県ユネスコ ESD 大賞の受賞校である広島

市立戸山小学校・中学校の実践報告を受け，情報交換が活発になされ，最後に実践報告に対する

質問や意見などを全体で共有し，テーマに迫る討議なされた。ファシリテーターからは，多忙は

学校現場では，教職員全員の内発的動機付けによる合意形成もとでのホールスクールアプローチ

が ESD 推進にとって重要であり，次期学習指導要領では，ESD が位置づけられていることから，

ESD 推進の素地はできているとの現状が述べられた。また，学校と地域の関係は以前にも増し，

密接になってきている。つまり，地域が持続可能でない限り，学校も維持できない，学校がなく

なれば，コミュニティは崩壊するといった相互依存的な関係にある。ファシリテーターによる過

疎地を対象とした調査によると，幼小連携が今後の持続可能な地域と学校のキーになること，

ESD を推進していくにあたっては，PLC に基づいた新しい校長論についても言及された。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第 12 分科会「地域社会とともに取り組むＥＳＤとＳＤＧｓの活動の在り方とは」 

発表者 

・熊野町立熊野第一小学校    中村祐哉  教諭 

・広島県立福山誠之館高等学校  髙田和美  教諭 

司会者 

・広島大学大学院教育学研究科  永田忠道  准教授 

 

本分科会では，「地域社会とともに取り組む ESD と SDGs の活動の在り方とは」について，広

島県ユネスコ ESD 大賞の受賞校である熊野町立熊野第一小学校と広島県立福山誠之館高等学校

の実践報告をもとに，参加者との研究協議を進めた。熊野第一小学校からは地域との連携を緊密

に図ることによる防災・減災教育の継続的な活動の実際を，福山誠之館高等学校からは身近な場

所から自分に関わる問題として課題を発見し，持続可能な社会づくりに取り組む生徒の育成を目

指すプロジェクトとゼミの実践報告をいただいた。両校の報告を受けて，ESD や SDGs の取り組

みに対する校内や教員の体制の在り方，校区や市町村また広域の地域と学校での活動との関係性

などの質疑応答が行われ，広島県とともに島根県や福岡県，大阪府，神奈川県などでの地域社会

とともに取り組まれている活動の実際や課題，悩みなどが活発に示されて，意義深い意見と情報

の交換と協議が展開された。 
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第 7 回広島県ユネスコ ESD大賞にむけた募金のお願い 

 

 広島県ユネスコ連絡協

議会の主催事業として，今

年度の第 6 回に引き続き，

次年度も第 7 回の広島県

ユネスコ ESD 大賞を開催

したく考えています。この

開催にあたっては，これま

でも広島県共同募金会に

多大なるご支援を賜って

まいりました。2017 度か

らは“赤い羽根 ESD 支援

プロジェクト”として，広

島県ユネスコ連絡協議会

から「ESD・ユネスコスク

ール支援事業への応援募

金のお願い」を広く呼びかけさせていただき，そこで集まりました募金額をもとに，広島県共同

募金会よりご支援をいただく形となっております。 

 この募金は専用の郵便払込用紙にて，2020 年 3 月 31 日（火）までお振り込みいただくことに

なります。広島県ユネスコ連絡協議会へお問い合わせをいただけましたら，専用用紙をお届けい

たします。皆様のご協力とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

首里城復興ユネスコ募金ご協力のお願い 

2019 年 10 月 31 日に発生した火災により，沖縄の歴史と文化の象徴である「首里城」が焼

失したことは，沖縄県の方々のみならず，日本国民にとって，例えようのない衝撃であり，大変

心を痛めています。日本ユネスコ協会連盟では，首里城の復興支援に向け，募金を呼び掛けてい

ます。皆さまのご協力をお願いいたします。 

 

■首里城復興ユネスコ募金 （期間：2019 年 11 月 1 日～2020 年 10 月末日） 

募金口座：みずほ銀行 恵比寿支店 普通 1568655 

  公社）日本ユネスコ協会連盟 

※日本ユネスコ協会連盟への募金は，免税措置が受けられます。 

※領収書が必要な方は，日本ユネスコ協会連盟までご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

詳細は日本ユネスコ協会連盟のホームページをご覧ください。 
 
編集・発行／広島県ユネスコ連絡協議会（〒739-8524 東広島市鏡山 1-1-1 広島大学大学院教育学研究科／☎082-424-7070／
7130） 広島県ユネスコ連絡協議会  で検索（http://home.hiroshima-u.ac.jp/unescohp/） 

 


